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両親がHeterozygoteと考えられた
Bernard－Soulier症候群の一例
佐藤　猛、新井盛夫、依藤　寿、福武勝幸、
藤巻道男　　（臨床病理学教室）
Bernard－S　oulier症候群の発端者とその両親に
ついて血小板の機能、形態、GPIbに関し各種の検
査を行い、遺伝学的な関係を検討した。
【方法および成績】
血小板凝集能はADP　10μM、Collagen　5μg／㎡、
Ristocetin　1．2㎎／紹、　Thrombin　O．1u／㎡にて行
った。発端者、父、母共にADPおよびCollagen凝
集は正常なるもRistocetin凝集が3者共に欠如し
ていた。Ristocetin濃度を1．8㎎／㎡にあげたと
ころ発端者の血小板は、やはり反応を示さなかっ
たが、、父と母の血小板はそれぞれ25％，30％と
低下を示した。洗浄血小板のThrombin凝集は父、母
は正常であったが、発端者は35％の凝集を示した。
　PRPを用いZBI　channelyzerにて血小板の粒度分
布を検討した。発端者は巨大血小板の存在を示し、
父は正常コントロールと発端者の血小板サイズの
中間の分布を示したが、母はほとんど正常コント
ロールと同じサイズだった。末梢塗沫標本上およ
び電顕写真上でも同様のことが観察された。
　GPIbの1㎜unoblottingは可溶化血小板膜のSDS
－PAGE後、抗GPIb抗体（polyclonal）と反応後、
Alkaline－phosphatase標識抗マウスIgG抗体を加
え、基質の反応にて行ったところ、発端者の血小
板膜糖蛋白の160KDaの位置にGPIbは認められなか
った。さらに血小板あたりのGPIbの定量を1251
標識抗GPIb抗体（TM60）を用い、　Schatchard　plot
解析により行うと、正常コントロール血小板では
1個あたり29，　OOO、発端者は1，600、父は11，000、
母は13，000のGPIbが算出された。
【考案】
以上の成績によりBernard－Soulier症候群発端者の
血小板異常は血縁関係のないそれぞれHeterozygote
の両親から由来したHomozygoteによるものと考えら
れた。
14．HB予防ワクチン接種後の抗体価追跡調査報告
一昭和62年度および昭和63年度の2ヶ年の接種後陽性者
　1（MslSの抗体価変動について（第2報）
（病院管理学教室）○渡邉好文・豊田恵徳・益子研土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村捷夫村越昭男・大原達美・
　　　　　　　　中村哲夫・名和　肇・中村　智
近年、全国で院内感染事故としてHB感染事故が多発し
ている。これに対応して当院では関係職員に対し、昭
和62年度よりB型肝炎予防ワクチンの接種を行っている。
対象者は新規採用者を中心とした全職員のうちH島抗原・
抗体共に陰性でワクチン接種を希望する者である。接種
方法は昭和62年度はヒト由来沈降不活化ワクチン昭和63
年度は遺伝子組換え酵母由来ワクチンを用い、判定には
pm法で皓以下，EIA法でcUt・off・index　2　n以下を陰性とした。
この結果、昭和62年度接種者5M名、昭和63年度4N名、
（平成元年20！）名）で2年間の総接種者数1｛矯名にのぼった。
このうち接種後の抗体陽性率は67％であった。
調査対象の母集団は、接種後と接種1年後の両方を測定
し得た者とし、昭和62年度3es名、昭和63年度228名、合計
5心名で陰性・陽性の両方を含んでいる。これより、接種
t年年抗体陽性者の人数を年齢階級・性別に集計した。
昭和62年度でみると、20歳台で57％、SO，歳台で43％、30歳
台で43％。低い年齢階級ほど1年後の陽性率が高くなって
　　　性差では、男性1n雪中42名（38％）女性203壷中i20いる。
名（59％）と女性に1年後の陽性率が高い。年度ごとの総計
では、昭和62年度la名（51％）、昭和63年度168名（74％）と昭
和63年度の方が1年後の陽性率が高い、
昭和62年度と昭和63年度の接種i年後の陽性率の有意差
検定を行った。有意水準1％で有意差が認めちれ、昭和63
年度の1年後の陽性率は、昭和62年度より有意に高率で
あった。
しかし、ワクチン接種後から接種1年後への獲得抗体価
の推移では昭和63年度で高い抗体価からの陰転化が認め
られる。昭和62年度でも陰転化が認めれるが、人数は
昭和62年度より少なく、陰性となる抗体価も低い．
ワクチン接種後陽性者がt肥後に陰性になる陰転率を集
計すると、昭和62年度で陽転者241名評79名（SS％）、昭和
63名中205名中41名（ao％）で、昭和63年度の方が陰面率が
少ない結果となった。
　　　　　　　　　　1陪語
　　1．HBワクチン接種1年後の陽性率はS．6　2年
　　　度が51％、S．63年度が74％で、過半数
　　　が1年間の効果を期待できると考えられる。
　　　また、S．62年度と比し、　S．63年度が有意
　　　に高率であった。侑意水準1％）
　　2．抗体測定値が高くとも、1年後には陰転化する
　　　例がみちれ、抗体価が高いかちといって長期間
　　　の効果を期待できるものではない。
　　3．年齢階級および性差では、20歳台および女性
　　　に陽性率が高かった。
　　4．HBワクチンはB型肝炎の発生防止的対策であ
　　　り、今回報告した有効性が期待できる。ただし
　　　抗体陰転化もあり、抗体測定値の追跡検査が必
　　　要である。
　　5．針さし事故などの感染事故を起さないよう努め
　　　ることが肝要である。
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